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(57)【要約】
【課題】幅の異なる第１媒体及び第２媒体を搬送するこ
とができるとともに、第２排出口に対する第２媒体の逆
挿しを防止できる画像読取装置を提供する。
【解決手段】画像読取装置１は、第１導入口１１と、第
１排出口１２と、第２導入口２１と、第２排出口２２と
、第１媒体ＳＨを第１導入口１１から第１排出口１２に
案内するように構成されるとともに、第２媒体ＣＡを第
２導入口２１から第２排出口２２に案内するように構成
される搬送路１０が形成された装置本体３０と、装置本
体３０に対して開位置と閉位置との間で変位可能に設け
られ、閉位置では第２排出口２２を閉鎖する一方、開位
置では第２排出口２２を開放し、第２排出口２２から第
２媒体ＣＡの少なくとも一部が排出される場合に閉位置
から開位置に変位するように構成される蓋体１０１と、
搬送路１０を搬送される第１媒体ＳＨ及び第２媒体ＣＡ
の画像を読み取るように構成される読取部５５とを備え
る。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１媒体が導入されるように構成される第１導入口と、前記第１媒体が排出されるよう
に構成される第１排出口と、前記第１媒体よりも狭幅の第２媒体が導入されるように構成
される第２導入口と、前記第２媒体が排出されるように構成される第２排出口と、前記第
１媒体を前記第１導入口から前記第１排出口に案内するように構成されるとともに、前記
第２媒体を前記第２導入口から前記第２排出口に案内するように構成される搬送路とが形
成された装置本体と、
　前記装置本体に対して開位置と閉位置との間で変位可能に設けられ、前記閉位置では前
記第２排出口を閉鎖する一方、前記開位置では前記第２排出口を開放し、前記第２排出口
から前記第２媒体の少なくとも一部が排出される場合に前記閉位置から前記開位置に変位
するように構成される蓋体と、
前記搬送路を搬送される前記第１媒体及び前記第２媒体の画像を読み取るように構成され
る読取部と、を備えていることを特徴とする画像読取装置。
【請求項２】
　前記蓋体は、前記第２排出口から排出される前記第２媒体の厚み方向に延びる揺動軸心
周りに揺動可能に前記装置本体に設けられている請求項１記載の画像読取装置。
【請求項３】
　前記第１導入口は、前記第１媒体の搬送方向において、前記読取部に対し、一方側に位
置し、
　前記第１排出口は、前記搬送方向において、前記読取部に対し、他方側に位置し、
　前記第２導入口は、前記搬送方向において、前記読取部に対し、前記他方側に位置して
いるとともに、前記第１排出口の一部と共用され、
　前記第２排出口は、前記搬送方向において、前記読取部に対し、前記一方側に位置して
いるとともに、前記第２媒体の一部が一時的に露出されるように構成され、
　前記第２導入口は、前記第２媒体が排出されるように構成され、
　前記搬送路は、前記第２排出口から自己の一部が一時的に露出された前記第２媒体を前
記第２導入口に案内するように構成されている請求項１又は２記載の画像読取装置。
【請求項４】
　前記第１導入口は、前記第１媒体の搬送方向において、前記読取部に対し、一方側に位
置し、
　前記第１排出口は、前記搬送方向において、前記読取部に対し、他方側に位置し、
　前記第２導入口は、前記搬送方向において、前記読取部に対し、前記他方側に位置して
いるとともに、前記第１排出口の一部と共用され、
　前記第２排出口は、前記搬送方向において、前記読取部に対し、前記一方側に位置して
いるとともに、前記第２媒体が排出されるように構成されている請求項１又は２記載の画
像読取装置。
【請求項５】
　前記蓋体は、第１蓋体と第２蓋体とからなり、
　前記第１蓋体は、前記第２排出口の幅方向の一端側において、前記第２排出口から排出
される前記第２媒体の厚み方向に延びる第１揺動軸心周りに揺動可能に前記装置本体に設
けられ、
　前記第２蓋体は、前記第２排出口の前記幅方向の他端側において、前記第１揺動軸心と
平行に延びる第２揺動軸心周りに揺動可能に前記装置本体に設けられ、
　前記第１蓋体は、前記第１揺動軸心側から前記幅方向の他端側に延び、前記第２蓋体は
、前記第２揺動軸心側から前記幅方向の一端側に延びている請求項４記載の画像読取装置
。
【請求項６】
　前記第１導入口は、前記第１媒体の搬送方向において、前記読取部に対し、一方側に位
置し、
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　前記第１排出口は、前記搬送方向において、前記読取部に対し、他方側に位置し、
　前記第２導入口は、前記搬送方向において、前記読取部に対し、前記一方側に位置し、
　前記第２排出口は、前記搬送方向において、前記読取部に対し、前記他方に位置してい
るとともに、前記第１排出口の一部と共用され、前記第２媒体が排出されるように構成さ
れている請求項１又は２記載の画像読取装置。
【請求項７】
　前記蓋体は、前記第１排出口の幅方向の一端側、かつ前記第２排出口の幅方向の一端側
において、前記第２排出口から排出される前記第２媒体の厚み方向に延びる揺動軸心周り
に揺動可能に前記装置本体に設けられ、前記揺動軸心側から前記幅方向の他端側に延びる
一部材であり、
　前記蓋体は、前記第１排出口から前記第１媒体が排出される場合に前記閉位置から前記
開位置に変位するように構成されている請求項６記載の画像読取装置。
【請求項８】
　前記第２排出口は、前記第１排出口の幅方向の前記一端側において、前記第１排出口と
重複する第１領域と、前記第１領域に対し、前記第２媒体の厚み方向における一方側に位
置する第２領域とを備え、
　前記第１媒体は、前記第１領域を通過可能であり、
　前記第２媒体は、前記第１領域及び前記第２領域を通過可能であり、
　前記蓋体は、前記閉位置では前記第２排出口の前記第２領域を閉鎖する請求項６記載の
画像読取装置。
【請求項９】
　前記蓋体を前記閉位置に保持する付勢力を発揮する捩じりコイルバネを有する請求項１
乃至８のいずれか１項記載の画像読取装置。
【請求項１０】
　第１媒体が導入されるように構成される第１導入口と、前記第１媒体が排出されるよう
に構成される第１排出口と、前記第１媒体よりも狭幅の第２媒体が導入されるように構成
される第２導入口と、前記第２媒体が排出されるように構成される第２排出口と、前記第
１媒体を前記第１導入口から前記第１排出口に案内するように構成されるとともに、前記
第２媒体を前記第２導入口から前記第２排出口に案内するように構成される搬送路とが形
成された装置本体と、
　前記装置本体に対して開位置と閉位置との間で変位可能に設けられ、前記閉位置では前
記第２排出口を閉鎖する一方、前記開位置では前記第２排出口を開放し、前記第２排出口
から前記第２媒体の少なくとも一部が排出される場合に前記閉位置から前記開位置に変位
するように構成される蓋体と、を備えていることを特徴とする媒体搬送装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は画像読取装置及び媒体搬送装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１に画像読取装置の例が開示されている。この画像読取装置は、装置本体を備
えている。装置本体は、第１導入口と、第１排出口と、第２導入口と、第２排出口とを有
している。装置本体には、搬送路が形成されている。
【０００３】
　第１導入口には、第１媒体が導入される。第１排出口から、第１媒体が排出される。第
２導入口には、第１媒体よりも狭幅の第２媒体が導入される。第２排出口から、第２媒体
が排出される。また、第２排出口は、常に開放されている。搬送路は、第１媒体を第１導
入口から第１排出口に案内するとともに、第２媒体を第２導入口から第２排出口に案内す
る。
【０００４】
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　上記画像読取装置では、このような第１導入口、第１排出口、第２導入口、第２排出口
及び搬送路により、幅の異なる第１媒体及び第２媒体を搬送することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００８－２８５２５９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、上記画像読取装置では、第２排出口が常に開放されていることから、ユーザ
が本来、第２導入口に第２媒体を差し込むべきところを間違えて、第２排出口に第２媒体
を差し込んでしまう逆挿しが発生する恐れがある。第２排出口に第２媒体を逆挿ししてし
まうと、搬送路の途中に設けられている各種部品に過負荷が作用し、故障の原因となり得
る。
【０００７】
　本発明は、上記従来の実情に鑑みてなされたものであって、幅の異なる第１媒体及び第
２媒体を搬送することができるとともに、第２排出口に対する第２媒体の逆挿しを抑制で
きる画像読取装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　請求項１記載の本発明の画像読取装置は、第１媒体が導入されるように構成される第１
導入口と、前記第１媒体が排出されるように構成される第１排出口と、前記第１媒体より
も狭幅の第２媒体が導入されるように構成される第２導入口と、前記第２媒体が排出され
るように構成される第２排出口と、前記第１媒体を前記第１導入口から前記第１排出口に
案内するように構成されるとともに、前記第２媒体を前記第２導入口から前記第２排出口
に案内するように構成される搬送路とが形成された装置本体と、
　前記装置本体に対して開位置と閉位置との間で変位可能に設けられ、前記閉位置では前
記第２排出口を閉鎖する一方、前記開位置では前記第２排出口を開放し、前記第２排出口
から前記第２媒体の少なくとも一部が排出される場合に前記閉位置から前記開位置に変位
するように構成される蓋体と、
前記搬送路を搬送される前記第１媒体及び前記第２媒体の画像を読み取るように構成され
る読取部と、を備えていることを特徴とする。
【０００９】
　上記本発明の画像読取装置では、上記構成により、幅の異なる第１媒体及び第２媒体を
搬送することができる。また、この画像読取装置では、蓋体が装置本体に対して開位置と
閉位置との間で変位可能に設けられている。蓋体は、閉位置で第２排出口を閉鎖し、第２
媒体の第２排出口に対する逆挿しを抑制している。そして、蓋体は、第２排出口から第２
媒体の少なくとも一部が排出される場合に閉位置から開位置に変位し、第２排出口を開放
する。このため、第２排出口からの第２媒体の少なくとも一部の排出が蓋体によって妨げ
られる可能性が低減されている。
【００１０】
　したがって、本発明の画像読取装置では、幅の異なる第１媒体及び第２媒体を搬送する
ことができるとともに、第２排出口に対する第２媒体の逆挿しを抑制できる。
【００１１】
　請求項２記載の本発明は、請求項１記載の本発明において、蓋体は、第２排出口から排
出される第２媒体の厚み方向に延びる揺動軸心周りに揺動可能に装置本体に設けられてい
る。仮に蓋体が第２媒体の幅方向に延びる軸周りに揺動可能に装置本体に支持されている
場合、第２媒体の表面に形成されたエンボスに対して、その揺動する蓋体の先端縁が噛み
込む不具合が発生するおそれがある。この点、上記構成によれば、第２媒体の厚み方向に
延びる揺動軸心周りに揺動する蓋体の先端縁が第２媒体の表面に接触する可能性を低減で
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きるので、第２媒体のエンボスに蓋体の先端縁が噛み込む不具合が生じる可能性を低減で
きる。
【００１２】
　請求項３記載の本発明は、請求項１又は２記載の本発明において、第１導入口は、第１
媒体の搬送方向において、読取部に対し、一方側に位置している。第１排出口は、搬送方
向において、読取部に対し、他方側に位置している。第２導入口は、搬送方向において、
読取部に対し、他方側に位置しているとともに、第１排出口の一部と共用されている。第
２排出口は、搬送方向において、読取部に対し、一方側に位置しているとともに、第２媒
体の一部が一時的に露出されるように構成されている。第２導入口は、第２媒体が排出さ
れるように構成されている。そして、搬送路は、第２排出口から自己の一部が一時的に露
出された第２媒体を第２導入口に案内するように構成されている。この構成によれば、蓋
体によって、第２排出口に対する第２媒体の逆挿しを確実に抑制できる。また、この画像
読取装置では、第２導入口が第１排出口の一部と共用されていることにより、搬送路の簡
素化を実現できる。
【００１３】
　請求項４記載の本発明は、請求項１又は２記載の本発明において、第１導入口は、第１
媒体の搬送方向において、読取部に対し、一方側に位置している。第１排出口は、搬送方
向において、読取部に対し、他方側に位置している。第２導入口は、搬送方向において、
読取部に対し、他方側に位置しているとともに、第１排出口の一部と共用されている。第
２排出口は、搬送方向において、読取部に対し、一方側に位置しているとともに、第２媒
体が排出されるように構成されている。この構成によれば、蓋体によって、第２排出口に
対する第２媒体の逆挿しを確実に抑制できる。また、この画像読取装置では、第２導入口
が第１排出口の一部と共用されていることにより、搬送路の簡素化を実現できる。
【００１４】
　請求項５記載の本発明は、請求項４記載の本発明において、蓋体は、第１蓋体と第２蓋
体とからなる。第１蓋体は、第２排出口の幅方向の一端側において、第２排出口から排出
される第２媒体の厚み方向に延びる第１揺動軸心周りに揺動可能に装置本体に設けられて
いる。第２蓋体は、第２排出口の幅方向の他端側において、第１揺動軸心と平行に延びる
第２揺動軸心周りに揺動可能に装置本体に設けられている。第１蓋体は、第１揺動軸心側
から幅方向の他端側に延び、第２蓋体は、第２揺動軸心側から幅方向の一端側に延びてい
る。この場合、第１蓋体と第２蓋体とが閉位置で第２排出口を閉鎖する。ここで、第２排
出口は、第１媒体の搬送方向において、第１排出口とは反対側に位置するので、第１蓋体
と第２蓋体とが上記構成であっても、第１排出口からの第１媒体の排出が妨げられる可能
性を低減できる。
【００１５】
　請求項６記載の本発明は、請求項１又は２記載の本発明において、第１導入口は、第１
媒体の搬送方向において、読取部に対し、一方側に位置している。第１排出口は、搬送方
向において、読取部に対し、他方側に位置している。第２導入口は、搬送方向において、
読取部に対し、一方側に位置している。第２排出口は、搬送方向において、読取部に対し
、他方に位置しているとともに、第１排出口の一部と共用され、第２媒体が排出されるよ
うに構成されている。この構成によれば、蓋体によって、第２排出口に対する第２媒体の
逆挿しを確実に抑制できる。
【００１６】
　請求項７記載の本発明は、請求項６記載の本発明において、蓋体は、第１排出口の幅方
向の一端側、かつ第２排出口の幅方向の一端側において、第２排出口から排出される第２
媒体の厚み方向に延びる揺動軸心周りに揺動可能に装置本体に設けられ、揺動軸心側から
幅方向の他端側に延びる一部材である。そして、蓋体は、第１排出口から第１媒体が排出
される場合に閉位置から開位置に変位するように構成されている。
【００１７】
　この構成によれば、閉位置にある蓋体によって、第２排出口に対する第２媒体の逆挿し



(6) JP 2014-71237 A 2014.4.21

10

20

30

40

50

を抑制できる。また、第１排出口から第１媒体が排出される場合、蓋体が閉位置から開位
置に変位し、第２排出口と一部が共用される第１排出口を開放する。このため、この画像
読取装置では、第１排出口からの第１媒体の排出が蓋体によって妨げられる可能性を低減
できる。
【００１８】
　請求項８記載の本発明は、請求項６記載の本発明において、第２排出口は、第１排出口
の幅方向の一端側において、第１排出口と重複する第１領域と、第１領域に対し、第２媒
体の厚み方向における一方側に位置する第２領域とを備えている。第１媒体は、第１領域
を通過可能である。第２媒体は、第１領域及び第２領域を通過可能である。そして、蓋体
は、閉位置では第２排出口の第２領域を閉鎖する。この構成によれば、蓋体が閉位置にあ
る状態で、第１排出口から排出される第１媒体に対して干渉する可能性を低減でき、第２
排出口に対する第２媒体の逆挿しを確実に抑制できる。
【００１９】
　請求項９記載の本発明は、請求項１乃至８のいずれか１項記載の本発明において、画像
読取装置は、蓋体を閉位置に保持する付勢力を発揮する捩じりコイルバネを有する。この
構成によれば、簡素、かつ嵩張らない捩じりコイルバネにより、ソレノイド等を使用する
場合と比較して、製造コストの低廉化及び小型化を実現できる。
【００２０】
　請求項１０記載の本発明の媒体搬送装置は、第１媒体が導入されるように構成される第
１導入口と、前記第１媒体が排出されるように構成される第１排出口と、前記第１媒体よ
りも狭幅の第２媒体が導入されるように構成される第２導入口と、前記第２媒体が排出さ
れるように構成される第２排出口と、前記第１媒体を前記第１導入口から前記第１排出口
に案内するように構成されるとともに、前記第２媒体を前記第２導入口から前記第２排出
口に案内するように構成される搬送路とが形成された装置本体と、
　前記装置本体に対して開位置と閉位置との間で変位可能に設けられ、前記閉位置では前
記第２排出口を閉鎖する一方、前記開位置では前記第２排出口を開放し、前記第２排出口
から前記第２媒体の少なくとも一部が排出される場合に前記閉位置から前記開位置に変位
するように構成される蓋体と、を備えていることを特徴とする。
【００２１】
　上記本発明の媒体搬送装置では、上記構成により、幅の異なる第１媒体及び第２媒体を
搬送することができる。また、この媒体搬送装置では、蓋体が装置本体に対して開位置と
閉位置との間で変位可能に設けられている。蓋体は、閉位置で第２排出口を閉鎖し、第２
媒体の第２排出口に対する逆挿しを抑制している。そして、蓋体は、第２排出口から第２
媒体の少なくとも一部が排出される場合に閉位置から開位置に変位し、第２排出口を開放
する。このため、第２排出口からの第２媒体の少なくとも一部の排出が蓋体によって妨げ
られる可能性が低減されている。
【００２２】
　したがって、本発明の媒体搬送装置では、幅の異なる第１媒体及び第２媒体を搬送する
ことができるとともに、第２排出口に対する第２媒体の逆挿しを抑制できる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明の画像読取装置を具体化した第１実施例の画像読取装置１の主に前方を示
す斜視図である。
【図２】上記画像読取装置１の主に後方を示す斜視図である。
【図３】給送トレイ３６が使用位置にある状態の上記画像読取装置１の主に前方を示す斜
視図である。
【図４】上記画像読取装置１のブロック図である。
【図５】給送トレイ３６が使用位置にある状態の上記画像読取装置１の上面図である。
【図６】図５のＡ－Ａ断面を示す模式断面図である。
【図７】図５のＢ－Ｂ断面であって、給送トレイ３６が収納位置にある状態を示す模式断
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面図である。
【図８】上記画像読取装置１の主に第２排出口２２周辺を示す部分拡大正面図である。
【図９】第２実施例の画像読取装置の主に第２排出口２２周辺を示す部分拡大正面図であ
る。
【図１０】第３実施例の画像読取装置の主に前方を示す斜視図である。
【図１１】第３実施例の画像読取装置の主に後方を示す部分斜視図である。
【図１２】第３実施例の画像読取装置の主に後方を示す部分斜視図である。
【図１３】第４実施例の画像読取装置の主に後方を示す部分斜視図である。
【図１４】第５実施例の画像読取装置の主に後方を示す部分斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下、本発明を具体化した第１実施例、第２実施例、第３実施例、第４実施例及び第５
実施例を、図面を参照しつつ説明する。
【００２５】
（第１実施例）
　図１に示すように、第１実施例の画像読取装置１は、本発明の画像読取装置の具体的態
様の一例である。図１では、第１排出口１２側を装置の前側と規定し、第１排出口１２に
対向した場合に左手に来る側を左側と規定して、前後、左右及び上下の各方向を表示する
。そして、図２以降に示す各方向は、全て図１に示す各方向に対応させて表示する。以下
、図１等に基づいて、画像読取装置１が備える各構成要素について説明する。
【００２６】
＜構成＞
　図１～図７に示すように、画像読取装置１は、筐体３０と、給送トレイ３６と、制御基
板５４と、搬送部４０と、読取部５５と、蓋体１０１と、開閉機構１５０、１５５と、タ
ッチパネル７０と、開閉位置センサ６０とを備えている。
【００２７】
　図３、図６及び図７に示すように、筐体３０は、第１筐体３１と、第２筐体３２と、一
対のサイドフレーム３３Ｌ、３３Ｒとが組み合わされてなる。筐体３０は、本発明の「装
置本体」の一例である。
【００２８】
　上側に位置する第１筐体３１と、下側に位置する第２筐体３２とは、上下方向の間隔を
有して互いに対向している。左側のサイドフレーム３３Ｌ及び右側のサイドフレーム３３
Ｒは、第１筐体３１及び第２筐体３２を左右方向の外側から挟んでいる。
【００２９】
　第１筐体３１は、上面３１Ａ、前面３１Ｂ及び上側案内面３１Ｇ等を有する。上面３１
Ａは、上方を向く平面である。上面３１Ａは、後方に向かって上り傾斜している。上面３
１Ａの中央には、タッチパネル７０が設けられている。前面３１Ｂは、前方を向く平面で
ある。前面３１Ｂは、上面３１Ａの前端縁に連続し、下方に向かって垂直に延びている。
上側案内面３１Ｇは、下方を向く屈曲平面である。上側案内面３１Ｇは、前面３１Ｂの下
端縁３１ＢＡに連続し、後方に向かって略水平に延びている。そして、上側案内面３１Ｇ
は、第１筐体３１における前後方向の略中央において上向きに屈曲し、後方に向かって上
り傾斜している。
【００３０】
　第２筐体３２は、前面３２Ｂ、下側案内面３２Ｇ及び後面３２Ｃを有する。前面３２Ｂ
は、前方を向く平面である。前面３２Ｂの上端縁３２ＢＡは、前面３１Ｂの下端縁３１Ｂ
Ａに対して、隙間を有して下側に離間している。前面３２Ｂは、下方に向かって垂直に延
びている。下側案内面３２Ｇは、上方を向く屈曲平面である。下側案内面３２Ｇは、前面
３２Ｂの上端縁３２ＢＡに連続し、後方に向かって水平に延びている。そして、下側案内
面３２Ｇは、第２筐体３２における前後方向の中央において上向きに屈曲し、後方に向か
って上り傾斜している。後面３２Ｃは、後方を向く平面である。後面３２Ｃは、下方に向
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かって垂直に延びている。
【００３１】
　図５及び図７に示すように、第２筐体３２は、下側カード案内面３２Ｉ及び上側カード
案内面３２Ｈを有している。下側カード案内面３２Ｉは、下側案内面３２Ｇの水平部分に
おける右端部に連続し、後方に向かって水平に延びて後面３２Ｃまで達している。上側カ
ード案内面３２Ｈは、下側カード案内面３２Ｉに対して上方に離間している。上側カード
案内面３２Ｈは、下側カード案内面３２Ｉと平行に、後方に向かって水平に延びて後面３
２Ｃまで達している。図７に示すように、上側カード案内面３２Ｈの上下方向の高さは、
上側案内面３１Ｇの水平部分の上下方向の高さとほぼ同じである。
【００３２】
　後面３２Ｃ側は、本発明の「第１媒体の搬送方向において、読取部に対し、一方側」の
一例である。前面３１Ｂ及び前面３２Ｂ側は、本発明の「第１媒体の搬送方向において、
読取部に対し、他方側」の一例である。
【００３３】
　図１～図３及び図５～図７に示すように、筐体３０には、第１導入口１１と、第１排出
口１２と、搬送路１０とが形成されている。
【００３４】
　図３、図６及び図７に示すように、第１導入口１１に、シートＳＨが導入される。シー
トＳＨは、例えば、用紙やＯＨＰシート等である。シートＳＨは、本発明の「第１媒体」
の一例である。第１導入口１１は、第１筐体３１と第２筐体３２との間に形成されている
。より詳しくは、第１導入口１１は、上側案内面３１Ｇの後端縁３１ＧＡと、下側案内面
３２Ｇの後端縁３２ＧＡとの隙間である。第１導入口１１は、左側のサイドフレーム３３
Ｌの近傍から右側のサイドフレーム３３Ｒの近傍まで、左右方向に延びている。第１導入
口１１の左右方向の長さは、シートＳＨの幅よりも長くされている。
【００３５】
　第１排出口１２から、シートＳＨが排出される。第１排出口１２は、第１筐体３１と第
２筐体３２との間に形成されている。より詳しくは、第１排出口１２は、前面３１Ｂの下
端縁３１ＢＡと、前面３２Ｂの上端縁３２ＢＡとの隙間である。第１排出口１２は、左側
のサイドフレーム３３Ｌの近傍から右側のサイドフレーム３３Ｒの近傍まで、左右方向に
延びている。第１排出口１２の左右方向の長さは、第１導入口１１と同様、シートＳＨの
幅よりも長くされている。
【００３６】
　本実施例では、第１排出口１２の幅方向は左右方向である。第１排出口１２の幅方向の
一端側は、右側のサイドフレーム３３Ｒ側である。
【００３７】
　図６及び図７に示すように、搬送路１０は、第１導入口１１から第１排出口１２へシー
トＳＨを案内する。搬送路１０は、第１筐体３１と第２筐体３２との間に形成されている
。より詳しくは、搬送路１０は、上側案内面３１Ｇと下側案内面３２Ｇとに上下方向から
挟まれてなる通路である。本開示において、例えば、「上側案内面３１Ｇ又は下側案内面
３２Ｇに案内される」と記載した場合、必ずしもシートＳＨが上側案内面３１Ｇ又は下側
案内面３２Ｇに常に当接しながら搬送することを意味しない。従って、「案内」されると
は、例えば、シートＳＨが下側案内面３２Ｇに時折当接して搬送されることも含む記載で
ある。搬送路１０は、第１導入口１１から前方に向かって下り傾斜している。そして、搬
送路１０は、筐体３０における前後方向の中央において前向きに屈曲し、第１排出口１２
まで水平に延びている。
【００３８】
　図５及び図７に示すように、搬送路１０における右端側に位置する領域は、カード搬送
領域２０とされている。図１～図３、図５及び図７に示すように、筐体３０には、第２導
入口２１と、第２排出口２２と、カード通過路２９とが形成されている。
【００３９】
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　図２、図５及び図７に示すように、第２導入口２１に、シートＳＨより幅狭であるカー
ドＣＡが導入される。カードＣＡは、シートＳＨより小面積の枚葉である。カードＣＡは
、例えば、名刺、キャッシュカード、会員証又は免許証等である。カードＣＡの短辺の長
さは、例えば、国際標準化機構（ＩＳＯ）／国際電気標準会議（ＩＥＣ）による国際規格
ＩＤ－１の５３．９８ｍｍである。カードＣＡの長辺の長さは、例えば、国際標準化機構
（ＩＳＯ）／国際電気標準会議（ＩＥＣ）による国際規格ＩＤ－１の８５．６０ｍｍであ
る。例えば、カードＣＡが樹脂製の免許証等である場合、そのカードＣＡは、シートＳＨ
より肉厚であり、剛性が高い。カードＣＡは、本発明の「第２媒体」の一例である。第２
導入口２１は、第２筐体３２に形成されている。より詳しくは、第２導入口２１は、後面
３２Ｃにおける上下方向の中間部、かつ右側のサイドフレーム３３Ｒ側において前後方向
に開口している。第２導入口２１は、左右方向に延びている。第２導入口２１の左右方向
の長さは、カードＣＡの幅よりも長くされている。第２導入口２１の上下方向の高さは、
搬送路１０の水平部分及び第１排出口１２の上下方向の高さとほぼ同じである。
【００４０】
　図１、図３、図５及び図７に示すように、第２排出口２２から、カードＣＡが排出され
る。第２排出口２２は、第１筐体３１と第２筐体３２との間に形成されている。より詳し
くは、第２排出口２２は、前面３１Ｂの下端縁３１ＢＡにおける右端部３１ＢＢと、前面
３２Ｂの上端縁３２ＢＡにおける右端部３２ＢＢとの隙間である。第２排出口２２は、右
側のサイドフレーム３３Ｒの近傍から左方に向かって細長く延びている。第２排出口２２
の左右方向の長さも、第２導入口２１と同様、カードＣＡの幅よりも長くされている。第
２排出口２２は、第１排出口１２の右端側の一部と共用されている。
【００４１】
　すなわち、図１に示すように、第１排出口１２は、第２排出口２２の下部領域２２Ａを
含む。従って、シートＳＨは、第２排出口２２の下部領域２２Ａを通過して、第２排出口
２２の下部領域２２Ａから排出され得る。カードＣＡは、第２排出口２２の下部領域２２
Ａから排出され、又は第２排出口２２の下部領域２２Ａ及び第２排出口２２の上部領域２
２Ｂから排出され得る。このように、本開示において、「第１」排出口、及び「第２」排
出口との記載は、第１排出口が第２排出口を含む場合をも含む記載である。「第１」導入
口、及び「第２」導入口との記載に関しても、同様に第１導入口が第２導入口を含む場合
をも含む記載である。
【００４２】
　本実施例では、第２排出口２２の幅方向は左右方向である。第２排出口２２の幅方向の
一端側は、右側のサイドフレーム３３Ｒ側である。第２排出口２２の幅方向の他端側は、
左側のサイドフレーム３３Ｋ側である。
【００４３】
　図３に示すように、第２排出口２２の上下方向の開口幅Ｗ２は、カードＣＡの厚みの範
囲に対応して、第１排出口１２の上下方向の開口幅Ｗ１よりも大きくされている。
【００４４】
　図５及び図７に示すように、カード通過路２９は、上側カード案内面３２Ｈと、下側カ
ード案内面３２Ｉとに上下方向から挟まれてなる通路である。カード通過路２９と、搬送
路１０の右端側に位置するカード搬送領域２０とは、後方の第２導入口２１から前方の第
２排出口２２まで水平に延びている。カード通過路２９とカード搬送領域２０とは、第２
導入口２１から第２排出口２２へカードＣＡを案内する。
【００４５】
　図３及び図５に示すように、給送トレイ３６の左右の角部には、一対のヒンジ部３６Ｌ
、３６Ｒが一体に形成されている。給送トレイ３６の中央には、上方に開口する操作開口
３９が形成されている。給送トレイ３６は、両ヒンジ部３６Ｌ、３６Ｒを介して、開閉軸
心Ｘ３６周りに回動可能に両サイドフレーム３３Ｌ、３３Ｒに支持されている。開閉軸心
Ｘ３６は、サイドフレーム３３Ｌ、３３Ｒの後側上端部に位置して左右方向に延びている
。



(10) JP 2014-71237 A 2014.4.21

10

20

30

40

50

【００４６】
　図１、図２及び図７に示すように、給送トレイ３６は、閉じた状態で第１筐体３１の上
面３１Ａを上方から覆っている。図１、図２及び図７に示す給送トレイ３６の位置を「収
納位置」とする。給送トレイ３６は、収納位置にある場合、開閉軸心Ｘ３６から前方に向
かって下り傾斜するように位置している。図１に示すように、操作開口３９は、給送トレ
イ３６が収納位置にある状態でタッチパネル７０を外部に露出させている。
【００４７】
　そして、図３、図５及び図６に示すように、給送トレイ３６は、図１等に示す状態から
開閉軸心Ｘ３６周りに後方に回動して開かれることにより、筐体３０の後ろ側で後方に向
かって上り傾斜する位置に変位する。図３、図５及び図６に示す給送トレイ３６の位置を
「使用位置」とする。
【００４８】
　図３及び図６に示すように、給送トレイ３６は、使用位置では下側案内面３２Ｇの傾斜
部分に連続するように傾斜し、第１導入口１１を開放している。給送トレイ３６には、１
枚又は複数枚のシートＳＨが載置される。図示は省略するが、給送トレイ３６は、左右一
対のガイド部を有している。ガイド部は、給送トレイ３６に載置されるシートＳＨを左右
方向の外側から挟んで左右方向の位置決めを行う。給送トレイ３６に載置されたシートＳ
Ｈは、第１導入口１１に導入され、搬送路１０において第１排出口１２へ案内される。
【００４９】
　図４、図６及び図７に示すように、電力が図示しない家庭用コンセントからＡＣアダプ
タ５９及び制御基板５４を経由して、搬送部４０、読取部５５、タッチパネル７０、開閉
位置センサ６０等へ供給される。
【００５０】
　図４に示すように、制御基板５４は、ＣＰＵ、ＲＯＭ及びＲＡＭ等を備えている。制御
基板５４は、搬送部４０、読取部５５、タッチパネル７０、開閉位置センサ６０等に電気
的に接続されて、それらを制御する。
【００５１】
　図５～図７に示すように、搬送部４０は、分離ローラ４８、分離パッド４９、搬送ロー
ラ４２Ａ、４２Ｂ、４２Ｃ、従動ローラ４３Ａ、４３Ｂ、４３Ｃ、排出ローラ４４Ａ、４
４Ｂ、４４Ｃ及び従動ローラ４５Ａ、４５Ｂ、４５Ｃを有している。読取部５５は、画像
読取センサ５５Ａ、５５Ｂを有している。これらは、搬送路１０において、第１導入口１
１から第１排出口１２に向かって、分離ローラ４８及び分離パッド４９、搬送ローラ４２
Ａ、４２Ｂ、４２Ｃ及び従動ローラ４３Ａ、４３Ｂ、４３Ｃ、画像読取センサ５５Ａ、５
５Ｂ、排出ローラ４４Ａ、４４Ｂ、４４Ｃ及び従動ローラ４５Ａ、４５Ｂ、４５Ｃという
順番で配設されている。以下、この順番で、これらの構成を説明する。
【００５２】
　図６に示すように、分離ローラ４８は、第２筐体３２内に回転可能に支持されている。
分離ローラ４８の上部は、下側案内面３２Ｇの傾斜部分から搬送路１０に露出している。
図５に示すように、分離ローラ４８は、搬送路１０における左右方向の中間に位置してい
る。分離ローラ４８は、制御基板５４が図４に示す駆動モータ４０Ｍを制御することによ
り駆動モータ４０Ｍに駆動される。そして、分離ローラ４８は、給送トレイ３６に載置さ
れたシートＳＨに当接しつつ回転することにより、そのシートＳＨを搬送路１０に送り出
す。
【００５３】
　分離パッド４９は、第１筐体３１に組み付けられている。分離パッド４９は、上側案内
面３１Ｇにおいて搬送路１０に露出している。分離パッド４９は、ゴムやエラストマー等
の摩擦部材からなる板状体である。分離パッド４９は、図示しない付勢部材に付勢されて
、分離ローラ４８に押し付けられている。これにより、分離ローラ４８と分離パッド４９
とは、搬送路１０において搬送されるシートＳＨを挟んで一枚ずつ分離し得る。
【００５４】
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　図５～図７に示すように、搬送ローラ４２Ａ、４２Ｂ、４２Ｃは、１本の回転軸４２Ｓ
により第２筐体３２内に回転可能に支持されている。搬送ローラ４２Ａ、４２Ｂ、４２Ｃ
の上部は、下側案内面３２Ｇの傾斜部分と水平部分との接続部から搬送路１０に露出して
いる。搬送ローラ４２Ａ、４２Ｂ、４２Ｃは、制御基板５４が駆動モータ４０Ｍを制御す
ることにより駆動モータ４０Ｍに駆動されて、分離ローラ４８と同期回転する。従動ロー
ラ４３Ａ、４３Ｂ、４３Ｃは、１本の回転軸４３Ｓにより第１筐体３１内に回転可能に支
持されている。従動ローラ４３Ａ、４３Ｂ、４３Ｃの下部は、上側案内面３１Ｇの傾斜部
分と水平部分との接続部から搬送路１０に露出している。従動ローラ４３Ａ、４３Ｂ、４
３Ｃは、図示しない付勢部材に付勢されて、搬送ローラ４２Ａ、４２Ｂ、４２Ｃに押し付
けられている。これにより、シートＳＨが搬送される場合には、搬送ローラ４２Ａ、４２
Ｂ、４２Ｃは、搬送路１０において搬送されるシートＳＨを従動ローラ４３Ａ、４３Ｂ、
４３Ｃと挟んで回転し、シートＳＨを第１排出口１２へ搬送する。
【００５５】
　搬送路１０の右端側がカード搬送領域２０とされていることにより、図５及び図７に示
すように、右側の搬送ローラ４２Ｃ及び右側の従動ローラ４３Ｃは、カード搬送領域２０
にも露出している。これにより、カードＣＡが搬送される場合には、搬送ローラ４２Ｃは
、第２導入口２１から導入され、カード通過路２９を通過したカードＣＡをカード搬送領
域２０において従動ローラ４３Ｃと挟んで回転し、カードＣＡを第２排出口２２へ搬送す
る。
【００５６】
　図５～図７に示すように、画像読取センサ５５Ａは、第２筐体３２に組み付けられてい
る。より具体的には、画像読取センサ５５Ａは、Ｃｏｎｔａｃｔ　Ｉｍａｇｅ　Ｓｅｎｓ
ｏｒ（以後、「ＣＩＳ」と略す）、ＣＩＳホルダ及びコンタクトガラス等を備える。画像
読取センサ５５Ａの上面は、下側案内面３２Ｇの水平部分において搬送路１０に露出して
いる。画像読取センサ５５Ｂは、第１筐体３１に組み付けられている。より具体的には、
画像読取センサ５５Ｂは、ＣＩＳ、ＣＩＳホルダ及びコンタクトガラス等を備える。画像
読取センサ５５Ｂの下面は、上側案内面３１Ｇの水平部分において搬送路１０に露出して
いる。すなわち、画像読取センサ５５Ａ、５５Ｂは、カード搬送領域２０を含む搬送路１
０全体を上下方向から挟むように対向している。上記構成により、画像読取センサ５５Ａ
、５５Ｂは、搬送路１０において搬送されるシートＳＨの両面の画像を読み取るとともに
、カード搬送領域２０において搬送されるカードＣＡの両面の画像を読み取る。すなわち
、画像読取センサ５５Ａ、５５Ｂは、シートＳＨが搬送される場合には、シートＳＨの両
面の画像を読み取り、カードＣＡが搬送される場合には、カードＣＡの両面の画像を読み
取る。なお、本開示において、「対向」とは必ずしも真対向を意味せず、例えば、シート
ＳＨの搬送方向において、画像読取センサ５５Ａの一部が画像読取センサ５５Ｂに対して
ずれていてもよい。
【００５７】
　排出ローラ４４Ａ、４４Ｂ、４４Ｃは、１本の回転軸４４Ｓにより第２筐体３２内に回
転可能に支持されている。排出ローラ４４Ａ、４４Ｂ、４４Ｃの上部は、下側案内面３２
Ｇの水平部分から搬送路１０に露出している。排出ローラ４４Ａ、４４Ｂ、４４Ｃは、制
御基板５４が駆動モータ４０Ｍを制御することにより駆動モータ４０Ｍに駆動されて、分
離ローラ４８及び搬送ローラ４２Ａ、４２Ｂ、４２Ｃと同期回転する。従動ローラ４５Ａ
、４５Ｂ、４５Ｃは、１本の回転軸４５Ｓにより第１筐体３１内に回転可能に支持されて
いる。従動ローラ４５Ａ、４５Ｂ、４５Ｃの下部は、上側案内面３１Ｇの水平部分から搬
送路１０に露出している。従動ローラ４５Ａ、４５Ｂ、４５Ｃは、図示しない付勢部材に
付勢されて、排出ローラ４４Ａ、４４Ｂ、４４Ｃに押し付けられている。これにより、シ
ートＳＨが搬送される場合には、排出ローラ４４Ａ、４４Ｂ、４４Ｃは、搬送路１０にお
いて搬送されるシートＳＨを従動ローラ４５Ａ、４５Ｂ、４５Ｃと挟んで回転し、シート
ＳＨを第１排出口１２から筐体３０の外部に排出する。
【００５８】
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　搬送路１０の右端側がカード搬送領域２０とされていることにより、図５及び図７に示
すように、右側の排出ローラ４４Ｃ及び右側の従動ローラ４５Ｃは、カード搬送領域２０
にも露出している。これにより、カードＣＡが搬送される場合には、排出ローラ４４Ｃは
、カード搬送領域２０において搬送ローラ４２Ｃ及び従動ローラ４３Ｃに搬送されるカー
ドＣＡを従動ローラ４５Ｃと挟んで回転し、カードＣＡを第２排出口２２から筐体３０の
外部に排出する。
【００５９】
　図１及び図８に示すように、蓋体１０１は、左右方向に延びる平板部材である。蓋体１
０１における左端側の先端部１０１Ａは、第２排出口２２の左側、かつ第１排出口１２の
上側に位置している。蓋体１０１における右端側の根元部１０１Ｂは、右側のサイドフレ
ーム３３Ｒの前端縁側に位置している。蓋体１０１の下端縁１０１Ｃは、先端部１０１Ａ
の下端に連続し、第２排出口２２より右側まで水平に延びている。下端縁１０１Ｃは、第
２排出口２２の下部領域２２Ａより上側に位置している。
【００６０】
　右側のサイドフレーム３３Ｒの前端縁には、蓋体支持部１５０が後方に向けて凹むよう
に形成されている。蓋体支持部１５０は、第１排出口１２の右端部と共用される第２排出
口２２の右側に位置している。図８に示すように、蓋体１０１の根元部１０１Ｂは、蓋体
支持部１５０が有する支持軸１５０Ａに連結されている。これにより、蓋体１０１は、上
下方向に延びる揺動軸心Ｘ１０１周りに揺動可能に筐体３０に支持されている。揺動軸心
Ｘ１０１が延びる上下方向は、本発明の「第２排出口から排出されるカードの厚み方向」
の一例である。
【００６１】
　図１及び図８に示す蓋体１０１の位置を「閉位置」とする。図５に実線で示す蓋体１０
１の位置も「閉位置」である。蓋体１０１は、閉位置で第２排出口２２の上部領域２２Ｂ
を前方から閉鎖している。その一方、蓋体１０１は、閉位置で第２排出口２２の下部領域
２２Ａを閉鎖しない。下部領域２２Ａは、本発明の「第１領域」の一例である。上部領域
２２Ｂは、本発明の「第２領域」の一例である。
【００６２】
　図８に示すように、蓋体１０１が上下方向、すなわちカードＣＡの厚み方向において第
２排出口２２を塞ぐ長さＴ１０１は、カードＣＡの厚みＴ２からシートＳＨの厚みＴ１を
引いた値より小さい。長さＴ１０１は、上下方向における前面３１Ｂの下端縁３１ＢＡに
おける右端部３１ＢＢと蓋体１０１の下端縁１０１Ｃとの間の距離である。また、蓋体１
０１は、下端縁１０１Ｃが下部領域２２Ａより上側に位置していることにより、上下方向
において、第１排出口１２から排出されるシートＳＨに対して離間している。
【００６３】
　そして、蓋体１０１は、図１等に示す状態から、揺動軸心Ｘ１０１周りに前方に揺動す
ることにより、図３に示すように、先端部１０１Ａがサイドフレーム３３Ｒの蓋体支持部
１５０に対して、ほぼ前方に位置する状態まで変位する。
【００６４】
　図３に示す蓋体１０１の位置を「開位置」とする。図５に二点鎖線で示す蓋体１０１の
位置も「開位置」である。蓋体１０１は、開位置で第２排出口２２の上部領域２２Ｂを開
放している。
【００６５】
　図８に示すように、根元部１０１Ｂは、その下側部分が切り欠かれている。そして、根
元部１０１Ｂと蓋体支持部１５０との間に、捩じりコイルバネ１５５が配設されている。
図示は省略するが、捩じりコイルバネ１５５の一端は蓋体支持部１５０に係止され、捩じ
りコイルバネ１５５の他端は根元部１０１Ｂに係止されている。これより、捩じりコイル
バネ１５５は、蓋体１０１を揺動軸心Ｘ１０１周りで開位置から閉位置に向けて付勢して
いる。すなわち、捩じりコイルバネ１５５は、蓋体１０１に何も接触しない状態において
、蓋体１０１を閉位置に保持している。
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【００６６】
　図３及び図５に示すように、シートＳＨが第１排出口１２から筐体３０の外部に排出さ
れる際に、蓋体１０１は、閉位置にある状態で第２排出口２２の下部領域２２Ａ、すなわ
ち第１排出口１２の右端部を閉鎖しない。このため、蓋体１０１が第１排出口１２から排
出されるシートＳＨに対して干渉する可能性を低減できる。また、カードＣＡが第２排出
口２２から筐体３０の外部に排出される際に、カードＣＡにおける上部領域２２Ｂを通過
する部分が蓋体１０１に接触して、蓋体１０１を前方に向けて押す。ここで、捩じりコイ
ルバネ１５５の付勢力は、カードＣＡに押される蓋体１０１が閉位置から開位置に変位す
ることを許容する程度の強さとされている。
【００６７】
　蓋体支持部１５０及び捩じりコイルバネ１５５を有して蓋体１０１の開閉機構が構成さ
れている。
【００６８】
　図３及び図６等に示すように、タッチパネル７０は、第１筐体３１の内部における上面
３１Ａ側に組み付けられている。タッチパネル７０は、上面３１Ａにくり抜かれた矩形状
のタッチパネル用開口３１Ｈにより外部に露出している。タッチパネル７０は、液晶パネ
ルと、液晶パネルの背面側から光を照射する蛍光ランプやＬＥＤ等の光源と、液晶パネル
の表面に貼り合わされた接触感知膜とを有している。
【００６９】
　タッチパネル７０は、制御基板５４に制御されて、画像読取動作の処理状況やエラー状
況等である画像読取装置１の稼働状況等を表示する。また、タッチパネル７０は、外部か
らの操作を受け付ける。具体的には、タッチパネル７０は、図１に示す「ＳＴＡＲＴ」ボ
タンＢ１のような各種のボタンを表示する。そして、ユーザがいずれかのボタンに対応す
る処理の実行指示や設定入力を行うために、タッチパネル７０に触れると、タッチパネル
７０は、その操作を受け付けて、制御基板５４に伝達する。
【００７０】
　図１及び図３等に示すように、開閉位置センサ６０は、給送トレイ３６の筐体３０に対
する位置を検知するものである。より詳しくは、開閉位置センサ６０は、右側のサイドフ
レーム３３Ｒの後側上端部に設けられて、右側のヒンジ部３６Ｒに隣接している。開閉位
置センサ６０は、マイクロスイッチやロータリースイッチ等からなり、給送トレイ３６の
開閉軸心Ｘ３６周りの回動によって断接する。開閉位置センサ６０は、給送トレイ３６が
使用位置にあることを検知し、その旨の検知信号を制御基板５４に伝達する。
【００７１】
＜シート及びカードの画像読取動作＞
　この画像読取装置１では、以下のようにして、シートＳＨ及びカードＣＡの画像が読み
取られる。
【００７２】
　シートＳＨの画像が読み取られる場合、ユーザにより、給送トレイ３６が使用位置にあ
れば使用位置が維持され、給送トレイ３６が収納位置にあれば使用位置に変位される。そ
して、ユーザにより、使用位置にある給送トレイ３６にシートＳＨが載置される。制御基
板５４は、タッチパネル７０からシートＳＨの読取指示があった場合に、シートＳＨの画
像読取動作を開始する。タッチパネル７０のシート読取指示は、タッチパネル７０に表示
されたシート読取「ＳＴＡＲＴ」ボタンが押されることにより生成され、制御基板５４に
送られる。図示は省略するが、シート読取「ＳＴＡＲＴ」ボタンは、図１に示すカード読
取「ＳＴＡＲＴ」ボタンＢ１と同様の表示である。
【００７３】
　そうすると、制御基板５４は、給送トレイ３６が使用位置にあることを開閉位置センサ
６０が検知し、給送トレイ３６にシートＳＨが存在することを図示しないシートセンサが
検知していることを確認した上で、搬送部４０の駆動モータ４０Ｍを駆動する制御を行う
。そうすると、まず、分離ローラ４８が分離パッド４９とシートＳＨを挟みながら回転す
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る。分離ローラ４８は、給送トレイ３６上のシートＳＨを第１導入口１１から導入し、シ
ートＳＨを搬送路１０に送り出す。この際、複数枚のシートＳＨが重なった状態で搬送さ
れようとしている場合、分離パッド４９とシートＳＨとの間の摩擦力などにより、シート
ＳＨが一枚ずつ分離され得る。
【００７４】
　次に、搬送部４０の、搬送ローラ４２Ａ、４２Ｂ、４２Ｃ及び従動ローラ４３Ａ、４３
Ｂ、４３Ｃと、排出ローラ４４Ａ、４４Ｂ、４４Ｃ及び従動ローラ４５Ａ、４５Ｂ、４５
Ｃとが第１導入口１１から導入されるシートＳＨを搬送路１０において搬送する。搬送路
１０において搬送されるシートＳＨの両面の画像が画像読取センサ５５Ａ、５５Ｂにより
読み取られる。
【００７５】
　図３に示すように、画像が読み取られたシートＳＨは、排出ローラ４４Ａ、４４Ｂ、４
４Ｃ及び従動ローラ４５Ａ、４５Ｂ、４５Ｃにより第１排出口１２から筐体３０の外部に
排出される。この際、閉位置にある蓋体１０１は、第２排出口２２の下部領域２２Ａ、す
なわち第１排出口１２の右端部を閉鎖しないので、第１排出口１２から排出されるシート
ＳＨに対して干渉する可能性を低減できる。
【００７６】
　一方、カードＣＡの画像が読み取られる場合、給送トレイ３６が収納位置にあれば収納
位置に維持され、給送トレイ３６が使用位置にあれば収納位置に変位される。そして、図
２に示すように、ユーザにより、カードＣＡが筐体３０の後方から第２導入口２２に差し
込まれる。そうすると、カードＣＡは、カード通過路２９を通過し、その先端がカード搬
送領域２０に到達する。制御基板５４は、タッチパネル７０からカードＣＡの読取指示が
あった場合に、カードＣＡの画像読取動作を開始する。タッチパネル７０のカード読取指
示は、タッチパネル７０に表示されたカード読取「ＳＴＡＲＴ」ボタンＢ１が押されるこ
とにより生成され、制御基板５４に送られる。
【００７７】
　そうすると、制御基板５４は、カードＣＡが第２導入口２２に存在することを図示しな
いカードセンサが検知していることを確認した上で、搬送部４０の駆動モータ４０Ｍを駆
動する制御を行う。そうすると、搬送ローラ４２Ｃ及び従動ローラ４３Ｃと、排出ローラ
４４Ｃ及び従動ローラ４５Ｃとが第２導入口２１から導入され、カード通過路２９を通過
したカードＣＡをカード搬送領域２０において搬送する。カード搬送領域２０において搬
送されるカードＣＡの両面の画像が画像読取センサ５５Ａ、５５Ｂにより読み取られる。
【００７８】
　図３に示すように、画像が読み取られたカードＣＡは、排出ローラ４４Ｃ及び従動ロー
ラ４５Ｃにより第２排出口２２から筐体３０の外部に排出される。この際、閉位置にあっ
て第２排出口２２の上部領域２２Ｂを閉鎖する蓋体１０１は、カードＣＡに押され、捩じ
りコイルバネ１５５の付勢力に抗しながら、閉位置から開位置に揺動する。このため、第
２排出口２２からのカードＣＡの排出が蓋体１０１によって妨げられる可能性を低減でき
る。
【００７９】
＜作用効果＞
　第１実施例の画像読取装置１では、上記構成により、幅の異なるシートＳＨ及びカード
ＣＡを搬送路１０において搬送することができる。ここで、搬送路１０がシートＳＨの搬
送路と、カードＣＡの搬送路とを兼ねているので、装置の小型化を実現できる。
【００８０】
　また、この画像読取装置１では、蓋体１０１が筐体３０に対して開位置と閉位置との間
で変位可能に設けられている。より詳しくは、蓋体１０１は、第１排出口１２の右端側、
かつ第２排出口２２の右端側において、上下方向に延びる揺動軸心Ｘ１０１周りに揺動可
能に筐体３０に支持され、揺動軸心Ｘ１０１側から左端側に延びる一部材である。蓋体１
０１は、閉位置で、第１排出口１２の右端部と共用される第２排出口２２の上部領域２２
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Ｂを閉鎖し、カードＣＡの第２排出口２２に対する逆挿しを抑制している。そして、蓋体
１０１の開閉機構を構成する捩じりコイルバネ１５５は、第２排出口２２からカードＣＡ
が排出される場合に、蓋体１０１を閉位置から開位置に変位させ、蓋体１０１に第２排出
口２２を開放させる。このため、第２排出口２２からのカードＣＡの排出が蓋体１０１に
よって妨げられる可能性を低減できる。
【００８１】
　したがって、第１実施例の画像読取装置１では、幅の異なるシートＳＨ及びカードＣＡ
を搬送することができるとともに、第２排出口２２に対するカードＣＡの逆挿しを抑制で
きる。
【００８２】
　また、この画像読取装置１では、蓋体１０１は、揺動軸心Ｘ１０１周りに揺動可能に筐
体３０に支持されている。揺動軸心Ｘ１０１が延びる上下方向は、第２排出口２２から排
出されるカードＣＡの厚み方向である。ここで、仮に蓋体１０１がカードＣＡの幅方向、
すなわち左右方向に延びる軸周りに揺動可能に筐体３０に支持されている場合、カードＣ
Ａの表面に形成されたエンボスに対して、その揺動する蓋体１０１の先端縁が噛み込む不
具合が発生するおそれがある。この点、この画像読取装置１では、上記構成により、揺動
軸心Ｘ１０１周りに揺動する蓋体１０１の先端縁がカードＣＡの右側面に接触し、カード
ＣＡの表面に接触する可能性を低減できる。その結果、この画像読取装置１では、カード
ＣＡのエンボスに蓋体１０１の先端縁が噛み込む不具合が生じる可能性を低減できる。
【００８３】
　さらに、この画像読取装置１は、簡素、かつ嵩張らない捩じりコイルバネ１５５を有す
ることにより、開閉機構がソレノイド等を使用する場合と比較して、製造コストの低廉化
及び小型化を実現できる。
【００８４】
（第２実施例）
　図９に示すように、第２実施例の画像読取装置では、第１実施例の画像読取装置におけ
る蓋体１０１の代わりに、蓋体２０１を採用している。第２実施例のその他の構成は第１
実施例と同一である。このため、第１実施例と同一の構成については同一の符号を付して
、説明を省略又は簡略する。
【００８５】
　蓋体２０１が閉位置にある状態で、蓋体２０１における左端側の先端部２０１Ａは、第
２排出口２２の左側に位置している。蓋体２０１における右端側の根元部２０１Ｂは、第
１実施例の根元部１０１Ｂと同一構成である。根元部２０１Ｂは、蓋体支持部１５０が有
する支持軸１５０Ａに連結されている。これにより、蓋体２０１は、揺動軸心Ｘ１０１周
りに揺動可能に筐体３０に支持されている。根元部２０１Ｂと蓋体支持部１５０との間に
、捩じりコイルバネ１５５が配設されている。
【００８６】
　蓋体２０１の下端縁２０１Ｃは、先端部２０１Ａの下端に連続し、第２排出口２２より
右側まで水平に延びている。下端縁２０１Ｃは、第２排出口２２の下部領域２２Ａより下
側に位置している。すなわち、蓋体２０１は、閉位置で第２排出口２２全体を閉鎖してい
る。
【００８７】
　シートＳＨが第１排出口１２から筐体３０の外部に排出される際に、シートＳＨが蓋体
２０１に接触して、蓋体２０１を前方に向けて押す。また、カードＣＡが第２排出口２２
から筐体３０の外部に排出される際に、カードＣＡが蓋体２０１に接触して、蓋体２０１
を前方に向けて押す。ここで、捩じりコイルバネ１５５の付勢力は、シートＳＨ又はカー
ドＣＡに押される蓋体１０１が閉位置から開位置に変位することを許容する程度の強さと
されている。
【００８８】
　蓋体支持部１５０及び捩じりコイルバネ１５５を有して蓋体２０１の開閉機構が構成さ
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れている。
【００８９】
　上記構成である第２実施例の画像読取装置では、蓋体２０１は、閉位置で第２排出口２
２全体を閉鎖し、カードＣＡの第２排出口２２に対する逆挿しを抑制している。
【００９０】
　そして、捩じりコイルバネ１５５は、第１排出口１２からシートＳＨが排出される場合
に、蓋体２０１を閉位置から開位置に変位させ、蓋体２０１に第１排出口１２の右端部を
開放させる。また、捩じりコイルバネ１５５は、第２排出口２２からカードＣＡが排出さ
れる場合に、蓋体２０１を閉位置から開位置に変位させ、蓋体２０１に第２排出口２２を
開放させる。このため、第１排出口１２からのシートＳＨの排出、及び第２排出口２２か
らのカードＣＡの排出が蓋体２０１によって妨げられる可能性を低減できる。
【００９１】
（第３実施例）
　図１０～図１２に示すように、第３実施例の画像読取装置では、第１実施例の画像読取
装置１における第２排出口２２を第２導入排出口３２１に変更し、第１実施例の画像読取
装置１における第２導入口２１を中間排出口３２２に変更している。また、第３実施例の
画像読取装置では、第１実施例の画像読取装置１における蓋体１０１、蓋体支持部１５０
及び捩じりコイルバネ１５５を取り除き、その代わりに、第１蓋体３０１、第２蓋体３０
２、蓋体支持部３５１、３５２、捩じりコイルバネ３５５、３５６を採用している。第３
実施例のその他の構成は第１実施例と同一である。このため、第１実施例と同一の構成に
ついては、同一の符号を付して説明を省略又は簡略する。
【００９２】
　図１０に示すように、第２導入排出口３２１は、第１実施例の第２排出口２２と同一形
状である。第２導入排出口３２１は、第１排出口１２の右端側の一部と共用されている。
第２導入排出口３２１は、カードＣＡが導入される第２導入口と、カードＣＡの全部が排
出される第２最終排出口とを兼ねている。図１１及び図１２に示すように、中間排出口３
２２は、第１実施例の第２導入口２１と同一形状である。中間排出口３２２から、カード
ＣＡの一部が一時的に露出される。中間排出口３２２は、本発明の「第２排出口」の一例
である。
【００９３】
　図１１に示すように、第１蓋体３０１は、左右方向に延びる平板部材である。第１蓋体
３０１における左端側の第１先端部３０１Ａは、中間排出口３２２における左右方向の中
間に位置している。第１蓋体３０１における右端側の根元部３０１Ｂは、右側のサイドフ
レーム３３Ｒの後端縁側に位置している。
【００９４】
　右側のサイドフレーム３３Ｒの後端縁には、蓋体支持部３５１が後方に向けてブロック
状に突出するように形成されている。蓋体支持部３５１は、中間排出口３２２の右側に位
置している。第１蓋体３０１の根元部３０１Ｂは、蓋体支持部３５１が有する支持軸３５
１Ｂに連結されている。これにより、第１蓋体３０１は、上下方向に延びる第１揺動軸心
Ｘ３０１周りに揺動可能に筐体３０に支持されている。
【００９５】
　第２蓋体３０２は、第１蓋体３０１と勝手違いの平板部材である。第２蓋体３０２にお
ける右端側の第２先端部３０２Ａは、中間排出口３２２における左右方向の中間に位置し
て、第１蓋体３０１の第１先端部３０１Ａと対向している。第２蓋体３０２における左端
側の根元部３０２Ｂは、中間排出口３２２より左側に位置している。
【００９６】
　第２筐体３２の後面３２Ｃにおける中間排出口３２２より左側には、蓋体支持部３５２
が後方に向けてブロック状に突出するように形成されている。第２蓋体３０２の根元部３
０２Ｂは、蓋体支持部３５２が有する支持軸３５２Ｂに連結されている。これにより、第
２蓋体３０２は、上下方向に延びる第２揺動軸心Ｘ３０２周りに揺動可能に筐体３０に支
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持されている。
【００９７】
　図１１に示す第１蓋体３０１及び第２蓋体３０２の位置を「閉位置」とする。第１蓋体
３０１及び第２蓋体３０２は、閉位置で中間排出口３２２を後方から閉鎖している。
【００９８】
　そして、第１蓋体３０１は、図１１に示す状態から、第１揺動軸心Ｘ３０１周りに後方
に揺動することにより、図１２に示すように、第１先端部３０１Ａが蓋体支持部３５１に
対して、ほぼ後方に位置する状態まで変位する。第２蓋体３０２は、図１１に示す状態か
ら、第２揺動軸心Ｘ３０２周りに後方に揺動することにより、図１２に示すように、第２
先端部３０２Ａが蓋体支持部３５２に対して、ほぼ後方に位置する状態まで変位する。図
１２に示す第１蓋体３０１及び第２蓋体３０２の位置を「開位置」とする。第１蓋体３０
１及び第２蓋体３０２は、開位置で中間排出口３２２を開放している。
【００９９】
　図１１に示すように、根元部３０１Ｂ、３０２Ｂは、その下側部分が切り欠かれている
。そして、根元部３０１Ｂと蓋体支持部３５１との間に、捩じりコイルバネ３５５が配設
されている。根元部３０２Ｂと蓋体支持部３５２との間に、捩じりコイルバネ３５６が配
設されている。捩じりコイルバネ３５５は、第１蓋体３０１を第１揺動軸心Ｘ３０１周り
で開位置から閉位置に向けて付勢している。捩じりコイルバネ３５６は、第２蓋体３０２
を第２揺動軸心Ｘ３０２周りで開位置から閉位置に向けて付勢している。すなわち、捩じ
りコイルバネ３５５、３５６は、第１蓋体３０１及び第２蓋体３０２に何も接触しない状
態において、第１蓋体３０１及び第２蓋体３０２を閉位置に保持している。
【０１００】
　図１２に示すように、カードＣＡの一部が中間排出口３２２から筐体３０の外部に一時
的に露出する際に、カードＣＡが第１蓋体３０１及び第２蓋体３０２に接触して、第１蓋
体３０１及び第２蓋体３０２を後方に向けて押す。ここで、捩じりコイルバネ３５５、３
５６の付勢力は、カードＣＡに押される第１蓋体３０１及び第２蓋体３０２が閉位置から
開位置に変位することを許容する程度の強さとされている。
【０１０１】
　蓋体支持部３５１、３５２及び捩じりコイルバネ３５５、３５６を有して第１蓋体３０
１及び第２蓋体３０２の開閉機構が構成されている。
【０１０２】
　第２導入排出口３２１に、カードＣＡが導入される。搬送部４０は、カード搬送領域２
０及びカード通過路２９においてカードＣＡを後方に搬送する。この後方へのカードＣＡ
の搬送は、制御基板５４のＣＰＵが、搬送部４０を第１実施例における搬送部４０の回転
方向と反対方向に逆送させることにより実行される。そして、カードＣＡは、中間排出口
３２２から筐体３０の外部に自己の一部が一時的に排出される。この際、中間排出口３２
２を閉鎖する第１蓋体３０１及び第２蓋体３０２は、カードＣＡに押され、捩じりコイル
バネ３５５、３５６の付勢力に抗しながら、閉位置から開位置に揺動する。このため、中
間排出口３２２からのカードＣＡの一部の排出が第１蓋体３０１及び第２蓋体３０２によ
って妨げられる可能性を抑制できる。こうして、カードＣＡは、搬送部４０によって頭出
し位置に達するまで後方に搬送される。
【０１０３】
　次に、搬送部４０は、カード搬送領域２０及びカード通過路２９においてカードＣＡを
前方に搬送する。この際、画像読取センサ５５Ａ、５５Ｂにより画像を読み取られた後、
カードＣＡは、第２導入排出口３２１から筐体３０の外部に排出される。
【０１０４】
　第１蓋体３０１及び第２蓋体３０２は、閉位置で中間排出口３２２を閉鎖し、カードＣ
Ａの中間排出口３２２に対する逆挿しを抑制している。また、第１蓋体３０１及び第２蓋
体３０２は、開位置で画像読取装置１の後方に延出するため、画像読取装置１の後方に物
体等が配置されている場合に、第１蓋体３０１及び第２蓋体３０２が物体等との距離を保
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つスペーサとしての機能を果たし得る。そのため、カードＣＡのジャム等を抑制し得る。
【０１０５】
　また、この画像読取装置では、中間排出口３２２は、シートＳＨの搬送方向において、
第１排出口１２とは反対側に位置するので、第１蓋体３０１と第２蓋体３０２とが上記構
成であっても、第１排出口１２からのシートＳＨの排出が妨げられる可能性を低減できる
。
【０１０６】
　図１２に示すように、第１蓋体３０１は支持部材３０１Ｓを有し、第２蓋体３０２は支
持部材３０２Ｓを有していてもよい。支持部材３０１Ｓは、第１蓋体３０１が開位置にあ
る状態で、第１蓋体３０１の下端縁から左方に突出している。支持部材３０２Ｓは、第２
蓋体３０２が開位置にある状態で、第２蓋体３０２の下端縁から右方に突出している。
【０１０７】
カードＣＡの一部が中間排出口３２２から筐体３０の外部に一時的に露出する際に、第１
蓋体３０１及び第２蓋体３０２が開位置に変位すると、支持部材３０１Ｓ及び支持部材３
０２Ｓは、カードＣＡの露出する一部の左右端縁を下方から支持する。これにより、カー
ドＣＡの露出する一部が垂れ下がることを抑制できる。また、カードＣＡを支持部材３０
１Ｓ及び支持部材３０２Ｓなどによりガイドすることができるため、カードＣＡの斜行等
を抑制できる。
【０１０８】
（第４実施例）
　図１３に示すように、第４実施例の画像読取装置では、第３実施例の画像読取装置にお
ける第２導入排出口３２１をカードＣＡが導入される第２導入口に変更し、第３実施例の
画像読取装置における中間排出口３２２をカードＣＡが排出される第２排出口４２２に変
更している。第４実施例のその他の構成は第３実施例と同一である。このため、実施例３
と同一の構成については、同一の符号を付して説明を省略又は簡略する。
【０１０９】
　第４実施例の第２導入口は、第３実施例の第２導入排出口３２１と同様に、第１実施例
の第２排出口２２と同一形状である。このため、図示は省略する。第２排出口４２２は、
第１実施例の第２導入口２１と同一形状である。
【０１１０】
　第４実施例において、第１蓋体３０１及び第２蓋体３０２は、図示は省略するが、閉位
置で第２排出口４２２を閉鎖している。
【０１１１】
　第２導入口に、カードＣＡが導入される。搬送部４０は、カード搬送領域２０において
カードＣＡを後方に搬送する。そして、カードＣＡは、画像読取センサ５５Ａ、５５Ｂに
より画像を読み取られ、カード通過路２９を通過した後、第２排出口４２２から筐体３０
の外部に排出される。この際、第２排出口４２２を閉鎖する第１蓋体３０１及び第２蓋体
３０２は、カードＣＡに押され、図１３に示すように、捩じりコイルバネ３５５、３５６
の付勢力に抗しながら、閉位置から開位置に揺動する。このため、第２排出口４２２から
のカードＣＡの排出が第１蓋体３０１及び第２蓋体３０２によって妨げられる可能性を抑
制できる。
【０１１２】
　第１蓋体３０１及び第２蓋体３０２は、閉位置で第２排出口４２２を閉鎖し、カードＣ
Ａの第２排出口４２２に対する逆挿しを抑制している。また、第１蓋体３０１及び第２蓋
体３０２は、開位置で画像読取装置１の後方に延出するため、画像読取装置１の後方に物
体等が配置されている場合に、第１蓋体３０１及び第２蓋体３０２が物体等との距離を保
つスペーサとしての機能を果たし得る。そのため、カードＣＡのジャム等を抑制し得る。
【０１１３】
（第５実施例）
　図１４に示すように、第５実施例の画像読取装置では、第３実施例の画像読取装置にお
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そして、第１蓋体３０１の先端部３０１Ａが中間排出口３２２より左側に位置するように
、第１蓋体３０１を左方に延長している。これにより、第１蓋体３０１は、閉位置で中間
排出口３２２全体を閉鎖する一方、開位置で中間排出口３２２全体を開放する。第５実施
例のその他の構成は第３実施例と同一である。このため、実施例３と同一の構成について
は、同一の符号を付して説明を省略又は簡略する。
【０１１４】
　第１蓋体３０１は、閉位置で中間排出口３２２を閉鎖し、カードＣＡの中間排出口３２
２に対する逆挿しを抑制している。また、第１蓋体３０１は、開位置で画像読取装置１の
後方に延出するため、画像読取装置１の後方に物体等が配置されている場合に、第１蓋体
３０１が物体等との距離を保つスペーサとしての機能を果たし得る。そのため、カードＣ
Ａのジャム等を抑制し得る。
【０１１５】
　以上において、本発明を第１実施例～第５実施例に即して説明したが、本発明は上記第
１実施例～第５実施例に制限されるものではなく、その趣旨を逸脱しない範囲で適宜変更
して適用できる。
【０１１６】
　第１実施例では、カードＣＡが第２排出口２２から筐体３０の外部に排出されていたが
、この構成を変更して、カードＣＡが第２排出口２２から一時的に外部に露出した後、第
２導入口２１に向かって逆送され、第２導入口２１から筐体３０の外部に排出されるよう
にしてもよい。
【０１１７】
　画像読取センサ５５Ａ、５５Ｂは、第１実施例ではＣＩＳを備えていたがこれに限らず
、ＣＩＳの代わりに、Ｃｈａｒｇｅ　Ｃｏｕｐｌｅｄ　Ｄｅｖｉｃｅ（ＣＣＤ）等が採用
されてもよい。
【産業上の利用可能性】
【０１１８】
　本発明は画像読取装置、画像形成装置又は複合機等に利用可能である。
【符号の説明】
【０１１９】
　１…画像読取装置、１０…搬送路、３０…筐体（装置本体）
　ＳＨ…シート（第１媒体）、ＣＡ…カード（第２媒体）
　１１…第１導入口、１２…第１排出口
　２１、３２１…第２導入口、２２、３２２、４２２…第２排出口
　１０１、２０１…蓋体、３０１…第１蓋体、３０２…第２蓋体
　１５５、３５５、３５６…捩じりコイルバネ
　Ｘ１０１…揺動軸心、Ｘ３０１…第１揺動軸心、Ｘ３０２…第２揺動軸心
　３０１Ａ…第１先端部、３０２Ａ…第２先端部
　２２Ａ…下部領域（第１領域）、２２Ｂ…上部領域（第２領域）
　Ｔ１…第１媒体の厚み、Ｔ２…第２媒体の厚み
　Ｔ１０１…蓋体が厚み方向において第２排出口を塞ぐ長さ
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